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平成２３年度科研費の交付について 

 

 

 今年度の科研費の交付については、すでに7月上旬に通知したところですが、補足説明を

含めて下記のとおりとなりますので、関係研究者、担当者等の周知について遺漏なきよう

にお願いします。 

 

１．分割払いについて 

 科研費（4月1日内定分）においては、従来、6月中にその年度の研究費が一括して支払わ

れていました。一方、今年度は、現時点で特例公債法案が成立していないことから、国の

財政全体として、必要な収入が確保されていない状況にあり、国の様々な支出について、

分割での支払いによることとされております。このため、科研費についても、今年度につ

いては、研究費の支払いを分割して行うこととなりました。 

 分割の方法は、２分割とし、第１回目の支払いは７月中に行い、その額は、基本的に交

付決定額の７割程度となります。第２回目の支払いについては、年度の後半にあたる１０

月頃を目途に行う予定です。 

 なお、科研費以外の他制度の研究費については、従来から分割（四半期ごとなど）によ

って支払いが行われております。 

 

２．震災復興財源の確保について 

 ３月に発生した東日本大震災により、甚大な被害が発生いたしました。国では、現在、

復興に向けて全力で取り組んでいるところです。これに伴い、復興のための財源の確保が

必要となりますが、今後の状況次第では、既に成立した今年度の国の予算について、歳出

の削減が求められる可能性があります。この場合には、科研費においても削減を求められ

ることとなるため、７月の交付決定通知において、交付決定額の減額に関して次のとおり

留意事項として記載したところです。 

「平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災により甚大な被害が生じたことから緊急

に財源確保が求められる可能性があり、今後の状況によっては交付額の減額変更を行う可

能性がある。この場合、本年度交付する補助金の額は上記の額にかかわらず減額されるこ

ととなるため、当面、補助金の慎重な執行に留意すること。」 



 

 なお、実際に歳出の削減が行われるかどうかについて、現時点においては未定です。し

たがって、第２回目に支払われる予定の３割相当額を減額するといったことを想定してい

るものではありませんので、念のため、誤解のないようにお願いいたします。 

 

３．基金分について 

 平成２３年度に基金化された３研究種目については、法律改正の関係から、交付内定が

４月末となりました。このため、研究費の交付のスケジュールもその他の科研費にくらべ

て約１か月遅れることとなります。具体的は、７月中に交付決定を行い、実際の研究費の

支払いについては８月になる見込みです。 

 その際、既に一括請求された課題についても、第１回目の支払い額は７割相当額となる

予定であり、歳出削減の可能性があることについては、上記１・２で示した考え方と同じ

です。 

 

 

（本件に関する問い合わせ先） 

 文部科学省 研究振興局 

  学術研究助成課 研究費総括係 

   TEL：０３－６７３４－４０９１ 

 独立行政法人日本学術振興会 

  研究事業部 研究助成第一課 

  【補助金分：研究助成第二係】 

   TEL：０３－３２６３－４７２４，４７５８，４７７９，０９９６ 

  【基金分：基金助成係】 

   TEL：０３－３２６３－０９９２，１０５７，１８４３ 


